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してきた知識・爽験方法を駆使して、工夫して追

究方法を考えきせる。

（４）環境調査

匝冨ヨーョ

【大気汚染グループ】

地域を生かした環境教育

一環境調査をもとに－

徳之脇町立花徳小学校出口芳樹

１はじめに

子供たちにとって身近な環境とは、１]々の生活

の場としての多様性をもったそれぞれの地域であ

る。地域には環塊のよきや地域が直面する環境lIIl

題があり、それは地球規模の環境IMI題にもつな

がっていくことも多い。

地域を生かした環境教育を進め、子供たちが｣山

城のＩＭＩ題を解決しようとするときに必要となる怖

報をｉｌｌＬろためには、地域の環境を客観的に把搬す

る調轟が必要となってくる。

環境調査の科学的な分析技術は急速に進歩して

おり、その測定制度や対象の幅、機器の便利さや

信頼性は確実に向上している。しかし、そうした

専''１I的な機器や技術を学校現場で子供たちととも

に活川するには朋雛な場合が多い。

そこで、小学校段階での有効な環境調査の内容

や方法を検討し、地域の環境調森を取り入れたカ

リキュラムを作成してみた。今ln1は、６年生のJE11

科の学習を中心に実践した。

【酸性雨グループ】

尿ヨーラョ

【水グループ】

【川グループ】

２実践内容

（１）オリエンテーション

地球規模の環境IMI題のビデオ視聴をし、生きも

のが住める豊かな環境とはどういうところか、徳

之烏や花徳の環境は、生き物が舩かに住める環境

かどうかを話し合う。

（２）地域探検

花徳の町を歩いて、１ｺ然環境（空気、水、ｈＫ物

など）の様子を調べる。「ここは式になる」という

所と「ここは大丈夫」という所を探す。

（３）関森計画

花徳の環境がいいか悪いか証拠をどのようにし

たら見つけることができるか考える。今まで学１Ｗ

履爾ヨー刃

【植物グループ】

【きれいグループ】植物の浄化作用

環蝿ilr瀞ＶＯＬｊ３１

潤充方法 結来･考察

気体検知管

粉じん調査

ふき取り法

粘満テープ法

通路付近の空気も数位的には
汚れていなかった。ただ、通路

側のガードレールの汚れを確脾

できた。

禍在方法 結果･考察

ＰＨ測定器 pH5.1から5.6の弱い酸性雨を
観測した。

調在方法 総JIL･考察

パックテスト

(ＣＯＤ）
側溝の水、生活排水の汚れを

確娚できた。

調査方法 結果･考察

水生生物調査

自然應廻森

パックテスト

きれいなiIU流とはいえない。
生きものが少なく、Ⅱl底が汚れ

ていた・

調在方法 結染･考察

気体検知管

蕊つば判定

樹木は、二酸化炭素を吸収し、
酸素を出していることを確腿で

きた。

調査方法 結果･考察

気体検知管（植
物による空気の
浄化）

パックテスト

(植物による水

の浄化）

汚れていた空気や水は植物の

おかげできれいになることが碗

昭できた。
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（５）花徳環境報告11ﾄﾞ作成

環境調張の結果の1%(囚や人lIUとのかかわりなど

について話し合わせ、報告轡にまとめる。

（６）花徳子ども環境会議

花徳の凝塊についてiiMべたことを発表し自然を

守るためにＩ:１分たちにできることを考えた。環境

調森の噂111家を招き、アドバイスを受けた。

（７）その後の橘ＪＭＩの広がり

花徳子ども環境会iilIIで、環境を大切にする方法

を識し合ったとき、Ｉ:1分たちにはできないこと、

ＩＨＩ･全体で】ⅨI)組んだほうが効来があがることは、

徳之島町にお願いすることにし、代表が１MJの子ど

も縦会で窓兄要望を発表した。

また、報f1iill:を家腿に持ちlillI)、環境を大切に

するにはどうしたらいいか家族で話し合い、各家

匹で取り組んだ。学級全体でもゴミ拾い、ゴミの

減１０ｔ（生ゴミの雌llUI化、リサイクル）のiIlmliljl二取

り瓢んだ。

バタフライガーデンを

普及するための実践的な研究

大阪府立城ⅡI満等学校中村和幸

１はじめに

総合的な学1Wの時IIllのI没世に1YIHい、環境学習を

取り人ｵしる学校がjIIjjⅡした。その授業の－．環とし

て学校ビオトープが盛んに造られるようになった。

また、イ111戸Tl丁を【１１心とする兵庫雌｢の学校では阪

神大澁災を契機にして、似ついたりUTX，生徒の心

を癒すためにビオトープが造られている。この収

I)組みは兵IblfUIL下に止まらず、近隣の府県へ、さ

らに全Ｍへと波及しつつある。

ただ、学校ビオトープといえばトンボ池といわ

れるほど、トンボ池が多く造られている.しかし、

これ以外のビオトープはほとんど造られていない

のが災↑iIiである。学校で造られているビオトープ

の秘類を文献iilMｲfすると、トンボ池が93％も占め

ていた。そのため、トンボ池以外のビオトープを

欝及することが望まれる。

そこで、児耽・生徒に人気の刑い昆虫である蝶

を復元するために、バタフライガーデン（蝶を復

元するためのビオトープ）について研究を行うと

ともに、そのﾂﾞｷ腿活動にも取り斜lもことにした。

３実践のまとめ

（１）成ⅡＬ

突際に環境調査をするというｌＩＫ験をj皿して、環

境１１１１題の現状やそのliilHについて実感できた。ま

た、環境に吋する興味・'則心をIniめ、IMI巡解決に

！(Ｉけて械極的に取り組む態度を縫うこともできた。

環境IlIj麺の解決のためにNi極的に行動できる能力

や態度を鍵うために６７供にとって身近である地

域を悲材として取り上げ、環境,測査を1ｊうことは

和恵義であると考える。

（２）今後の裸題

j1Lたちは、実体験を、し紬１１礼ないとイ怠号ｌｉの

行IMIにはつながらない。今Iijlは、環境ＩＩｌ１ＩｌＬｉの状況

や環境汚染のljilklはｲIﾘかというIiM企やﾘﾐ験はでき

た。しかし、どんな力･)処をすれば環境IIllMgが解決

できるのかということが、ｉﾘﾄﾞ桁やインターネット

での怖報収Ⅱ&となった。いくらがんばってもあま

り変わらないと感じれば、せっかくの怠欲が持続

しない。ｌ:|分たちのjlXl)組みによってＩＭＩ題がどの

fM1r解決可能だと判ltlrできるﾉﾉ法を考える必要が

ある。

２研究方法

（１）Ｉｉｌｊ市部と腱村部に投世されている￥:枝に

造ったバタフライガーデンでの蝶の調査

本校は大阪ｌｌｆｌＭＬ能郡職能町に所ｲI:しておIハ学

校周辺は田畑やHLllIが広がる農村jUL域である。兵

M叫揃塚市立安愈小学校は宝塚7,7の南部地域に所

在しており、わずかな鵬地が点在するものの、都

市化がかなり進んだ学校である。

そこで、これらの学校にバタフライガーデンを

造I)、どのような種類の蝶が飛来するかをnM在し

た。

本校に造ったバタフライガーデンには4Oi11i瓢の

蝶がjl&来した。特に近ｲﾄﾞ減少慨,iUが見られるスジ

ポソヤマキチョウがブッドレアに飛来した。それ

に比べ安倉小学校では11種類の蝶が飛来しただけ
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